
















Combinat of L-camitne and Angiotensi-I type 1 recptor blocker has ben 五cial efects on 
hepatic fibrosi in a no-alcohlic steatohepatis rat model. 
L－カルニチンとアンギオテンシンーI1型受容体遮 断薬の組み合わせは、非アルコーノレ性
脂肪肝炎ラットモデルにおける肝線維症に有益な効果を有する
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型受容体遮断薬（ARB ）と L－カルニチンを併用しその効果を検討した。 CDA 食誘導ラ
ット NASH モデルにおいてA昭と L－カルニチンを併用すると、肝線維化は抑制され、
これに伴って、 肝星細胞の活性化をもたらす酸化ストレスや 百.JPα 、LPS 等の減少が示
され、肝細胞の脂肪化をもたらす脂肪合成酵素の低下が認 められた。
公聴会では、 L－カルニチン・シャトル遺伝子で、ある CPT-1/2 のNASH における変化や
ARB やARB とL－カルニチンの相互作用の有無などに関して質問がなされたが、 NASH
では CPT-1/2 の発現抑制や変異は報告されておらずしカルニチン効果発現の抑制は考
えにくいこと、 および、 ARB は星細胞を活性化する TGF-P を抑制するのに対し、 L－カ
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器病態・ 代謝機能制御医
学の進歩に寄与するところが大きいと認める。
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